
安
倍
政
権
が
進
め
よ
う
と
し
て

い
る
の
は
、
「
公
平
」
の
名
に
よ
る

高
齢
者
へ
の
大
負
担
増
で
す
。

75
歳
以
上
の
医
療
負
担
を
1
割

か
ら
2
割
へ
引
き
上
げ
ま
す
。
す

で
に
70
歳
～
74
歳
は
2
割
に
引

き
上
げ
て
い
る
最
中
で
す
。
70
歳

以
上
の
医
療
保
険
や
、
介
護
保
険

の
自
己
負
担
上
限
も
引
き
上
げ

ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

「
特
例
軽
減
」
廃
止
で
保
険
料
が

2
～
10
倍
に

75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
の
「
特
例
軽
減
」
も
廃
止
。
低
所

得
者
保
険
料
が
2
倍
～
10
倍
に
急

増
し
ま
す
。
介
護
保
険
利
用
料
も
1

割
か
ら
2
割
に
上
げ
る
計
画
で
す
。

負
担
増
は
「
世
代
間
の
公
平
」
が
理

由
で
す
。
し
か
し
、
年
齢
が
高
く
な

る
に
つ
れ
医
療
費
は
増
え
ま
す
が
、

収
入
は
減
少
し
ま
す
。
受
診
抑
制
を

ひ
ど
く
し
、
重
症
化
で
医
療
費
を
増

や
す
だ
け
で
す
。

安
倍
政
権
の
医
療
・
介
護
の
大

改
悪
案
に
厳
し
い
批
判
の
声

1
割
負
担
か
ら
2
割
へ
の
引
き
上

げ
な
ど
高
齢
者
へ
の
医
療
負
担
に
対

し
て
も
、
「
75
歳
以
上
の
人
の
年
金
収

入
は
多
く
な
い
。
一
気
に
負
担
を
高

く
す
る
の
は
反
対
だ
」（
日
本
医
師
会
）
、

「
高
齢
者
の
所
得
格
差
が
あ
る
。
低

所
得
者
へ
の
配
慮
は
十
分
、
検
討
す
べ

き
だ
」
（
全
国
市
長
会
）
と
の
表
明
が

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

請
願
3
議
会
連
続
で
”先
送
り
”

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
「
抑

制
」
と
、
保
険
料
軽
減
特
例
継
続
を

求
め
る
2
件
の
請
願
が
九
度
山
町
議

会
に
提
出
さ
れ
、
昨
年
12
月
議
会
で

受
理
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
の
6

月
議
会
ま
で
３
議
会
連
続
で
継
続
審

査
つ
ま
り
結
論
が
先
送
り
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
請
願
を
審
査
し
て

い
る
の
は
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

（
玉
置
秀
次
委
員
長
）
で
す
。
私
は
、

3
月
議
会
と
6
月
議
会
の
本
会
議
で

委
員
長
に
継
続
審
査
の
理
由
を
質
し

ま
し
た
。
委
員
長
答
弁
は
「
経
過
を

見
守
り
た
い
の
で
継
続
審
査
に
」
と
い

う
も
の
で
し
た
。

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
広
域
連
合
議
会
で
値
下
げ
・

特
例
軽
減
継
続
が
決
定
し
て
い

る
の
に
な
ぜ
？

和
歌
山
県
の
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
保
険
料
は
今
年
２
月
に
開
か
れ

た
和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
広
域
連
合
議
会
で
、
２
０
１
６
年

度
・
２
０
１
７
年
度
の
保
険
料
の
値
下

げ
や
特
例
軽
減
継
続
の
議
案
が
可

決
成
立
し
て
い
ま
す
。
広
域
連
合
議

会
で
結
論
が
出
て
い
る
の
に
何
を
”
見

守
る
”
の
で
し
ょ
う
か
？★

裏
面
に
続
く

安
倍
政
権
は
、
参
院
選
が
終
わ
っ
た
の
を
受
け
て
社
会
保
障
の
改
悪
を
一
気
に
ご
り
押

し
す
る
構
え
で
す
。
医
療
・
介
護
分
野
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
に
負
担
増
と
給
付
減
を
押

し
付
け
る
改
悪
案
を
ま
と
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

医療・介護改悪ごり押し
地方から改悪を許さない声を上げよう

「こ
れ
以
上
の
負
担
増
に
は
耐
え
ら
れ
な
い
」

こ
の
住
民
の
声
に
九
度
山
町
議
会
は
応
え
る
べ
き

4
議
会
連
続
の
請
願
”先
送
り
”
は
許
さ
れ
な
い

年金収入でみた軽減イメージ（県広域連合ＨＰより）
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「特
例
軽
減
」が
行
な
わ
れ
る
理
由

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
は
、
加
入
者

全
員
が
負
担
す
る
部
分
（
応
益
分：

均
等
割
）

と
、
年
収
に
よ
っ
て
負
担
額
が
決
ま
る
部
分

（
応
能
分：

所
得
割
）
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

低
所
得
者
に
は
、
負
担
部
分
が
最
大
7
割

軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ

れ
で
も
負
担
が
厳
し
い
の
で
、
制
度
導
入
時

の
２
０
０
８
年
度
か
ら
負
担
を
緩
和
す
る
特

例
が
し
か
れ
ま
し
た
。
夫
婦
世
帯
で
夫
の
年

金
収
入
が
年
80
万
円
以
下
で
9
割
軽
減
、

80
万
円
～
１
８
６
万
円
以
下
は
、
８
．
５
割

軽
減
で
、
そ
の
対
象
者
で
き
わ
め
て
低
い
所

得
の
世
帯
で
す
。
（
表
面
の
図
を
参
照
）

「払
い
た
く
て
も
払
え
な
い
」

重
い
負
担
に
苦
し
む
高
齢
者

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
負
担
は
深

刻
で
す
。
保
険
料
徴
収
は
年
金
か
ら
の
天
引

き
が
原
則
で
す
。
し
か
し
無
年
金
者
や
年
金

受
給
額
が
年
間
18
万
円
以
下
の
人
、
介
護

保
険
料
の
天
引
き
額
と
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
が
年
金
受
給
額
の
５
割
を
超
え
る

人
に
つ
い
て
は
年
金
天
引
き
を
せ
ず
、
納
付

書
や
口
座
振
替
に
よ
る
「
普
通
徴
収
」
と
な

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
普
通
徴
収
と
な
る

高
齢
者
の
方
の
年
金
収
入
は
少
額
で
あ
り
、

そ
も
そ
も
滞
納
と
な
る
可
能
性
が
高
い
の
が

実
態
で
す
。
厚
労
省
調
査
で
は
滞
納
者
数
は

約
23
万
８
千
人
で
、
「
短
期
保
険
証
」
を
発

行
さ
れ
た
高
齢
者
は
２
万
３
３
０
０
人
余
と

過
去
最
多
を
更
新
し
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
は

年
金
か
ら
の
天
引
き
対
象
に
な
っ
て
い
な
い

低
年
金
・
低
所
得
の
高
齢
者
と
み
ら
れ
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、
原
則
と
し

て
滞
納
が
一
年
間
続
く
と
最
悪
の
場
合
、
医

療
費
窓
口
負
担
が
い
っ
た
ん
10
割
と
な
る

「
被
保
険
者
資
格
証
明
書
」
（
資
格
証
明
書
）

が
発
行
さ
れ
、
事
実
上
の
「
無
保
険
」
と
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

住
民
の
声
を
代
弁
す
る
の
が

地
方
議
員
・議
会
の
役
割

負
担
に
苦
し
む
高
齢
者
が
こ
れ
ほ
ど
い
る

な
か
で
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
軽
減

措
置
を
廃
止
し
、
さ
ら
に
上
げ
よ
う
と
た
く

ら
む
安
倍
政
権
の
社
会
保
障
切
り
捨
て
に

私
は
反
対
し
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
対
す
る
考
え

は
違
っ
て
も
、
重
い
保
険
料
負
担
に
苦
し
む

住
民
に
代
わ
り
、
そ
の
声
を
政
府
に
届
け
る

の
が
、
住
民
に
い
ち
ば
ん
身
近
に
い
る
地
方

議
員
、
地
方
議
会
の
役
割
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？

６月30日、九度山町議会議員の期末手当（６月支給分）が支給されました。私に支給されたのは２６９，５００円です。ここから所

得税が源泉徴収されます。町議会議員の期末手当は、町条例に基づき以下の計算方法で算出されます。

●九度山町議会議員の議員報酬及び費用弁償条例（昭和３８年６月２９日 条例第６８号）

第５条 議長、副議長および議員で６月１日及び１２月１日（以下、この条においてこれらの日を「基準日」という。）にそれぞれ

在職する者に期末手当を支給する。

２ 期末手当の額は、それぞれ基準日現在における議員報酬月額に６月に支給する場合においては１００分の１２２．５、

１２月に支給する場合においては１００分の１３７．５を乗じて得た額に基準日以前６か月以内の期間におけるその者の

在職期間の次の号に掲げる区分に応じ、当該各号に掲げる割合を乗じて得た額とする。ただし、この場合において、

期末手当は、議員報酬月額に１００分の１０を乗じて得た額を算定基礎になる議員報酬月額に加算することができる。

（以下略）

これにより私の期末手当は次の計算式で算出されます。

【６月支給分】 議員報酬２００，０００円＋加算分２０，０００円×１２２．５／１００＝２６９，５００円

【１２月支給分】 議員報酬２００，０００円＋加算分２０，０００円×１３７．５／１００＝３０２，５００円 となります。

なお、議員報酬月額は次の通りです。

議長 ２７０，０００円 副議長 ２２０，０００円 議員 ２００，０００円

九度山町議会議員の議員報酬（議長・副議長を除く）年額は次の通りとなります。

議員報酬 ２００，０００円×１２か月＝２，４００，０００円

期末手当 ２６９，５００円＋３０２，５００円＝５７２，０００円 合計 ２，９７２，０００円

つまり私の九度山町議会議員としての年収は２，９７２，０００円です。これに加えて費用弁償というのが支給されます。費用弁

償は、本会議開催日以外に開催された常任委員会・特別委員会・議会運営委員会・全員協議会・議会広報編集委員会に出席

した場合に、１日につき１，０００円支給されます（第４条）。私の場合、２０１５年度で１３，０００円支給されました。

なお、常任委員会（総務文教常任委員会、産業厚生常任委員会）および議会運営委員会の委員長には、別途委員長手当と

して月額５，０００円が支給されます。（第６条）


